役　員　選　任　規　程
（総則）

第１条　この規程は、公益社団法人全国調理職業訓練協会（以下｢協会｣という。）の定款第１４条の規定に基づき、理事及び監事（以下「役員」という。）の選任について必要な事項を定めることを目的とする。
（選任の方法）
第２条　役員の候補者は、理事会の推薦により選出し、総会における候補者ごとの決議によって選任する。
（理事及び監事定数）

第３条　理事の定数は、定款第１３条（理事１２名以上１６名以内）の規定とする。

２　監事の定数は、定款第１３条に定める２名とし、理事会の推薦により候補者を選出する。

（制限）

第４条　新たに役員に推薦される者で、改選する年の４月１日現在、原則７５歳に達した者は、候補者として選出することができない。
（候補者の届出）
第５条　役員の候補者は、文書をもって、理事又は監事の別、生年月日、住所、履歴等を会長に届出なければならない。
（役員就任承諾書の提出）
第６条　被選任者が役員選任通知を受けたときは、その日から７日以内に役員就任承諾書を会長に提出するものとする。
（役員の後任等）
第７条　役員である者が、任期の途中において個人の事由、退会、死亡等により役員を辞めた場合は、総会の決議によって後任者を選任する。
２　後任者の任期は、前任者の残任期間とする。
（役員の在任）
第８条　役員の在任年齢は、原則として８５歳までとする。

　　ただし、当該役員の知識、経験等が協会の運営上必要であるときは、理事会及び総会の承認を得た場合においては、この条文を適用しないことができるものとする。
（改正）
第９条　この規程の改正は、総会の決議を経て行うものとする。

附則
　　この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（以下「整備法」という。）第１０６条第１項に定める公益社団法人の設立の登記の日から施行する。
